
東邦大学 看護キャリア支援センター
「看護キャリア支援センター」
ホームページにアクセス

2016年度
講座のご案内

学び直す

看護学、
学び直しの拠点

極める

申し込み方法

　文献検索（個別講座）申し込み方法（予約制です）

2016年度申し込みスケジュール

申し込みは2016年4月1日（金）から始まります。
2016年度 右記、申し込み期間のスケジュールを
ご参照ください。
※初めてご参加の方は「マイページ」に登録が必要です。

講座申し込み

7月10日（日）締め切りの講座

5月8日（日）締め切りの講座

4月より随時受付

4月17日（日）締め切りの講座

http://www.lab.toho-u.ac.jp/nurs/career/index.html 文献検索（個別講座）
※火曜日を除く。希望日の２週間前迄にお申し込みください。

新人教育の現場から、教育方法のヒントを得る
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教育の基礎を学ぶ 学生を育てる
東邦看護のリーダーを育てる　師長編
東邦看護のリーダーを育てる　主任編
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実践を支える看護理論
文献検索（基礎講座）　　　　　　　　
文献講読 中級　　　　　　　　　
教育の基礎を学ぶ　新人看護師を育てる
東邦看護の現場で学生を育てる　講義編
東邦看護の新人を育てる　講義編
東邦看護のリーダーを育てる　師長補佐編
生命を守る。
フィジカルアセスメントの基礎（実践編）
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文献講読 初級
東邦看護の新人を育てる　実践編
生命を守る。
フィジカルアセスメントの基礎（知識編）
私のコミュニケーションを見つけませんか
－私の「受け取り方」「伝わる伝え方」－（講義・演習）
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お支払いにつきましては、受講者のみなさまに
お送りする講座案内をご覧ください。

受講料支払い

マイページに登録いただいたメールアドレスに
お送りします。
※Word等の添付ファイルの送受信が必須のため、
　原則パソコンのメールアドレスの登録を推奨します。

受講決定のお知らせ
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東邦大学 看護キャリア支援センター
お問い合わせ

看護キャリア支援センター
〒143-0015　東京都大田区大森西4-16-20
TEL：03-3762-9890　FAX：03-3762-9896
career@jim.toho -u.ac .jp

http://www.toho-u.ac . jp

■申し込みに関してお気軽に当センターまでお問い合わせください!！

ご予約は、希望日の２週間前迄に以下の①～⑤に
ついて、当センターのメールまたは電話にご連絡
ください。
①所属・氏名・連絡先　②知りたい内容
③受講希望の日時(複数日)
④受講希望の場所　⑤受講希望の人数
mail　career@jim.toho-u.ac.jp
電話　03-3762-9890（直通）



看護キャリア支援センター長　横井 郁子

　面識のない外部機関からの講師依頼は電話であることが多い。仕事上のメールアドレスは

大学ウェブページで公表されているにもかかわらず、研究室を不在にしていることが多いに

もかかわらず、である。先方は初対面の私に気を使いながら依頼内容について説明をする。会

話が進むにつれ、徐々に私は「なぜ私なの？」から「貴重な機会をいただきありがとうございま

す！」に変わり、ウキウキして電話を切る。ウキウキしすぎて大切な日時や場所の情報が薄れ

そうになる頃、メールが届く。仰々しい依頼の手紙よりはるかに心動かされるとご本人たちに

お伝えすると「どうしてもお願いしたかった。説得したかったからですよ。」と。お世辞でもう

れしい。期待に応えたい！とやる気が湧いてくるものである。電話とメールというコミュニ

ケーションツールを使い分け、そこに何気ない気遣いが加わることで、情報だけでなく情動も

伝わる。これがコミュニケーションなのだと思う。

　看護キャリア支援センターは、副センター長と事務職の二人のていねいなコミュニケー

ションで成り立っていると言っても過言ではない。この3年間、パンフレットを作成し、ウェ

ブページも充実させた。「ここを見てください」と紹介すればおおよそのことはわかるまでに

整備した。しかし、副センター長も事務職もコミュニケーションを大切にしている。メールで

の問い合わせでも状況に応じては電話で対応し、時には現場に赴く。パンフレットやウェブ

ページは単なる情報に過ぎない。声を聞き、顔を見て、相手の気持ちを推察しながら、言葉を選

び対話する。そのようなコミュニケーションがあったからこそ、大きな問題なく新年度を迎

え、東邦の看護職に活用していただけるセンターとなったと自負している。この場を借りて、

2015年度で副センター長の任期を終えた神部雅子さんに心より感謝申し上げる。

　2016年度から副センター長として中　章江さんを迎える。中さんは看護職が意欲を持って

学び続けることをとても大切にしている東邦看護の実践者である。2016年度からの新体制に

おいても東邦大学の教育理念の一つである、人間の謙虚な心を原点として、「ひとの心」がわか

る専門職業人を育てる役割をていねいな関係づくりを基盤に担っていきたいと思っている。

センターの基盤となるもの

直　す学 び
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3 文献講読　初級（全2回）
共催：東邦看護学会

「心不全で入退院を繰り返すAさん。今回も何とか退院できたけど、また帰ってくるのかな。でも、
今回は、退院までに食事のこと、内服のこと、睡眠のことなどしっかり指導できたから大丈夫なは
ず。私にできることはやったし、達成感もある。これっていつもと何が違うんだろう・・・」
「術後3日目のBさん。なんか術前のBさんじゃないみたい。先輩はせん妄だから時間が経てば良く
なるって言うけど、本当かな。Bさんは手術の不安が強かったから心配。早く辛い時期を乗り越え
させてあげたいけど、どう援助してあげればいいの？」
こんなとき、どうしますか？そしてもしあなたが先輩ナースだったら、こんな疑問をもつ後輩に
どんなアドバイスをしますか？この講座は文献をどのように探せばいいのか知り、入手した文献
をどのように活用できるか考える、文献講読の学び直し初級講座です。

堀　孔美恵　大橋病院 がん看護専門看護師 師長補佐 修士（看護学）
山田　　亨　大森病院 急性・重症患者看護専門看護師 修士（看護学）
第1回：10/7（金）　第2回：11/18（金）
東邦大学看護学部
第1回：終日　第2回：午後
8,000円（税込）　※東邦看護学会員 4,000円（税込）
No.2「文献検索」を修了または修了程度の方　どなたでも
10名（申し込み先着順）

場　　所
時　　間

開講時期

受 講 料
対　　象
定　　員

講　　師

受講者の声

◆自分が必要とする文献をどうやって探したら
いいか分かった。
◆丁寧に文献の読み方を教えてもらい、次は一人
でできそうだと感じた。

4 文献講読　中級（全4回）
共催：東邦看護学会

院内研究等、研究に直接関わった経験のある方を対象とします。
研究対象、フィールド選びに苦労し、学会発表で質問を受けた今こそ、他者の論文がおもしろいよ
うに読めるものです。他者の研究を自分の研究に生かす、さらに研究成果を実践に応用する、また
は後輩へのアドバイスに役立つ文献講読講座です。大学院進学を考えている方にも役立ちます。
（対象者は「文献検索」終了、または同程度の能力があり、研究の経験のあることを前提とします）。
山田　　緑　東邦大学看護学部 准教授 博士（看護学）
第1回：7/1（金）
第2回：<個別相談>8/1（月）～8/12（金）予定　※土日祝日及び東邦大学の定めた休日を除く
第3回：8/23（火）　第４回：11/30（水）予定
東邦大学看護学部
第1回：終日
第2回：個別相談　一人30分
第3回：午後　第4回：午後
12,000円（税込）　※東邦看護学会員 6,000円（税込）
講座No.2「文献検索」を修了または修了程度の方、
研究経験のある方
12名（申し込み先着順）

時　　間

受 講 料

開講時期

場　　所

対　　象

定　　員

講　　師

受講者の声

◆読み方がわかってくると文献を読むことが面白
くなってきた。
◆個別相談では細かいところも質問でき、自己の
解釈が合っているのかどうか明確に出来た。

2 文献検索(基礎講座 全1回）・（個別講座 随時)

東邦大学医学メディアセンターは日々進化しています。メディアセンターの最新の活用方法をぜ
ひ知ってください。必要な情報が容易に入ることを実感できます。今年度からこれまでの基礎講
座に加え個別のニーズに対応した講座を開催します。個別講座は基礎編の内容から最新の活用方
法まで、幅広く個別の「知りたい」に対応します。すべて東邦大学職員の特権です！
ぜひ、ご活用ください。
若山　正子　東邦大学医学メディアセンター司書係長 (看護学部図書室)
大坪真木子　東邦大学医学メディアセンター司書係長 (看護学部図書室)
牛澤　典子　東邦大学医学メディアセンター司書課長補佐 (大橋病院図書室)
黛　　崇仁　東邦大学医学メディアセンター司書主任 (佐倉病院図書室)
<基礎講座>大森5/24（火）、大橋5/25（水）、佐倉5/26（木）
<個別講座>随時開催（要予約） ※火曜日を除く。希望日の２週間前迄にお申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　 ※申し込み方法については巻末の 申し込み方法 をご参照ください。

大森地区、大橋地区、佐倉地区の3地区で開催します。
<基礎講座>大森地区/18:00～20:00、
　大橋地区/17:30～19：30、佐倉地区/17:30～19：30
<個別講座>随時開催（要予約）
無料　　　　　　　　　　　どなたでも
<基礎講座>３地区とも４名程度（申し込み先着順）　<個別講座>ご希望をお伺いします。

開講時期

場　　所
時　　間

対　　象
定　　員

講　　師

受講者の声

◆文献検索、困っていました。メディアセンター
の活用方法がわかって良かったです。
◆とても勉強になりました。もっともっとメディ
アセンターを利用しようと思いました。

受 講 料

「これは看護？」。働く中で必ず生じる疑問です。この疑問に看護理論をとおして向き合ってみま
せんか。今、医療専門職集団という仲間の中で看護の意見を明確に述べることが求められていま
す。目の前の事象を看護職としてどう考えるか。そんなとき看護理論は力強い助けとなります。
「看護理論を用いることで現場スタッフが自信を持って日々の業務に向かい合う。そして、元気に
なる」。そんな経験をされている講師をお迎えしての看護理論 学び直し初級講座です。看護という
仕事に誇りを持てない、そんな心境の方にはとくにお勧めです！
田中　純子　東邦大学非常勤講師 博士（看護学）
中西美千代　博士(看護学)
第1回：大森5/30（月）、大橋6/6（月）、佐倉6/20（月）
第2回：大森6/27（月）、大橋7/4（月）、佐倉7/25（月）
第3回：大森9/5（月）、大橋9/26（月）、佐倉10/3（月）
第4回：大森10/17（月）、大橋10/24（月）、佐倉11/7（月）
大森地区、大橋地区、佐倉地区の3地区で開催します。
大森地区/18:00～20:00、大橋地区/17:30～19：30
佐倉地区/17:15～19：15
8,000円（税込み）
どなたでも
大森地区10名程度、大橋地区10名程度、佐倉地区10名程度（申し込み先着順）

1 実践を支える看護理論（全4回）

開講時期

受 講 料
対　　象
定　　員

場　　所
時　　間

講　　師

受講者の声

◆講義とグループワークで学ぶことによって“看
護師としての意見”を医師に伝える実践がで
き、自分の変化を感じた。
◆自分の看護に自信をもてた。

3 4



6 教育の基礎を学ぶ
新人看護師を育てる（全1回）

本講座は新人指導を担当する方々を対象に「教育とは何か」について改めて学びなおす講座です。
新人が変化していく様子をみるのは楽しいものです。しかも、自分がその変化にかかわっている
と実感する時は特にうれしい気持ちになります。その一方で、関わり方がつい一方的になってし
まったり、自分が習い、育てられてきた古い方法で新人の指導を行ってしまいがちになることも
あると思います。では、新人を育てる際の視座や視点とはどのようなものなのでしょうか。本講座
はその様な悩み、疑問を抱える方々の要望に応えるための内容構成となっています。具体的には
成人学習の基本的な原理・原則・方法を講義によって学んだ後、事例検討によって具体的な関わり
方を学びます。今年度も引きつづき、本講座を独立講座として位置づけ、自由参加の枠も設けてお
ります。特に役割には関係なく、新人看護師の教育・指導に興味のある方には奮ってご参加下さい
ますようご案内申し上げます。
新保　幸洋　東邦大学理学部 教授 博士（文学）
7/5（火）
看護学部
終日
推薦者2,000円（税込）、自由参加者：6,000円（税込）
新人教育に関わる方、新人看護師の教育・指導に興味のある方
 (部署推薦、自由参加者)
部署推薦40名程度、自由参加者5名程度定　　員

時　　間
受 講 料

場　　所
開講時期

対　　象

講　　師

受講者の声

◆新人を理解するための視点を学び、納得できるこ
とがたくさんあった。
◆事例をたくさん検討でき、とても学びになった。
◆新人が小さな成功体験を積み重ねられるよう考
えてかかわりたい。

5 教育の基礎を学ぶ
学生を育てる（全1回）

本講座は臨地実習において学生指導を担当する方々を対象に「教育とは何か」を改めて学ぶ講座
です。
人はつい、自分がこれまで習い、育てられてきた方法で学生の指導を行ってしまうものです。しか
し、相手は自分と同じではない…。どうしたら学生への理解を深められるのか、本講座ではちょっ
と立ち止まって考えるための基本的な知識とスキルを学びます。具体的には講義によって学生指
導の基本的な原理・原則を確認した後、事例検討によって、学生指導の実際について学びます。そ
してその様な学びを経ながら、指導者としての自己のあり方についても振り返ります。今年度も
引きつづき、本講座を独立講座として位置づけ、自由参加の枠も設けております。特に役割には関
係なく、学生の教育・指導に興味のある方は奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。
新保　幸洋　東邦大学理学部 教授 博士（文学）
6/7（火）
看護学部
終日
推薦者2,000円（税込）、自由参加者：6,000円（税込）
臨地実習指導に関わる方、学生の教育・指導に興味のある方
(部署推薦、自由参加)
部署推薦40名程度、自由参加者5名程度定　　員

時　　間
受 講 料

開講時期
場　　所

対　　象

講　　師

受講者の声

◆「共に育つ」がとても大切だと思った。
◆講義がとても分かりやすく、昨日の自分の行動
を振り返るように聴くことができた。
◆自分が看護を楽しみ、自分の病棟の看護の特徴
や楽しさを学生に伝えたいと思った。

7  東邦看護の現場で学生を育てる
講義編（全1回）

看護教育では臨地実習が当たり前のように組み込まれ、実施されています。本講座では当たり前
を当たり前とせず、その意義、必要性をあらためて理解し、臨床現場の役割を明確にしたいと考え
ています。
学生も現場も日々その様相は変化しています。学内ではなく、なぜ、現場なのか、どこが教育のポ
イントなのかを学ぶことで臨床指導者の役割が明確になります。それは指導の過剰な負担感を軽
減することにつながると思っています。
野崎　真奈美　東邦大学看護学部教授 博士（人間科学）
6/27（月）
看護学部
午後
1,000円（税込）
臨地実習指導を担当する方（部署推薦、講座No.5を修了した方）
40名程度定　　員

開講時期

対　　象

時　　間
受 講 料

場　　所

講　　師

受講者の声

◆学生にたくさん看護実践を見せたいと思った。
◆学生が受け持っている患者さんに合った看護を
学生自身が考えられるよう一緒に考えたいと
思った。

8 東邦看護の新人を育てる
講義編（全1回）

当センターではこれまで、新人看護師教育で中心的役割を担う人たちを対象に新人看護師への具
体的な関わりについて学ぶ講座を設けてきました。この実績をもとに今年度センターは次の段階
として、担当者が病院および看護部の新人教育の理念との整合性を図りながら自部署の看護の特
徴をいかした新人教育について考えることへの支援に焦点を当てます。具体的には、東邦看護の
理念および３病院それぞれの看護部理念に基づいた新人教育の考えと方針、新人教育担当者への
期待について各病院の新人教育のトップ陣から講義を受けます。その後、グループワークなどを
経て自部署の特徴をいかした新人教育のあり方と自己の役割について考えます。
鈴木　加乃　東邦大学 看護企画室室長 認定看護管理者
大森病院 教育担当副看護部長
大森　礼織　大橋病院 教育担当副看護部長
佐倉病院 教育担当副看護部長
7/20（水）
看護学部
終日
2,000円（税込）
新人教育を担当する方（部署推薦、講座No.6を修了した方）
40名程度

受 講 料
対　　象
定　　員

場　　所
時　　間

開講時期

講　　師

受講者の声

◆新人教育に対して新しい発見や学びがたくさ
んあり、ためになる講義ばかりだった。すぐに
試したい、同僚に伝えたい。

◆看護の楽しさを伝えるには自分自身が自部署
の看護で学べるところ、やりがいのあるところ
を言えることが重要！だと感じた。
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め　る極

10 新人教育の現場から、
教育方法のヒントを得る（全2回）

9 東邦看護の新人を育てる
実践編（全2回）

新人教育講座の演習編です。本講座では、受講者がそれぞれの職場のスタッフたちと部署のめざ
す看護や看護師像を明確にし、新人の教育計画に反映させることを目指します。
横井　郁子　東邦大学看護学部 教授 博士（工学） 看護キャリア支援センター  センター長
山田　典子　東邦大学医療センター大森病院 主任看護師（2015年度 講座修了者）
村山　智美　東邦大学医療センター大橋病院 看護師（2015年度 講座修了者）
佐藤　　瞳　東邦大学医療センター佐倉病院 看護師（2015年度修了者）
第1回：10/5（水）　第2回：11/25（金）
看護学部
全回：午後
2,000円(税込)
新人教育を担当する方
（部署推薦、講座No.6とNo.8を修了した方）
40名程度

受 講 料
対　　象

定　　員

場　　所
時　　間

開講時期

講　　師
ゲストスピーカー

時　　間

受 講 料
対　　象
定　　員

場　　所

開講時期

教員が現場で行われている新人研修に参加し、卒後1年目の状況を知ることにより教育評価の一
助とします。3看護部より新人研修のスケジュールおよび教員参加が可能なところ（主に研修の振
り返りのグループワークになると思います）を前もって提示していただきます。参加回数は自由。
国家資格を取得した彼女ら彼らを追いかけて、明日の講義に役立てて下さい。
第1回：6月頃と2017年2月頃（予定）
第2回：2017年2月頃（予定）
第1回：3病院 研修開催場所
第2回：東邦大学看護学部
第1回：研修ごと
第2回：調整中
無料
東邦大学看護学部教員、東邦大学佐倉看護専門学校教員
研修ごと

受講者の声

◆新人教育計画はあれもこれもと思ってしまう
が、自部署の特徴に沿った教育を良く考え計画
できた。
◆教育計画のプレゼンテーションでは自分の思
いや考えが確かになり、修正点を見出せた。
◆実際に新年度に使う具体的な教育計画をじっ
くり考えられ、意見をもらうことができ有益
だった。

受講者の声

◆学生時代に育まれた主体的に学ぶ姿は、新人時
代に影響を及ぼすと感じた。
◆臨床と教育の人間が行き交う場として、貴重な
講座だと思った。
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11 東邦看護のリーダーを育てる
師長編（全4回）

東邦看護のリーダーを育てる
師長補佐編（全3回）

時　　間
受 講 料
対　　象
定　　員

ゲストスピーカー

場　　所

開講時期

講　　師

過年度の管理者支援と3病院の交流を目的とした「看護管理者の人事交流」は、受講者との情報交
換から改めて自部署を振り返ることができ、さらに3病院間のネットワークが強固になるという
成果を得ることができました。この実績をもとに、2014年度より次の段階としてセンターは師長
の課題解決力支援に焦点を当てた講座を開催しております。
東邦3病院の看護の役割、看護師長への期待等について、東邦のトップ陣から講義を受けます。そ
の後、グループワークなどを経て自分自身の課題を具体化します。最終日には関係者に向けてプ
レゼンテーションし他者に伝わる発信力も身につけます。
中野　弘一　東邦大学 教育・研究支援センター センター長 教授 博士（医学）
長尾　建樹　東邦大学医療センター佐倉病院 病院長 教授 博士（医学）
佐倉病院 看護部長 　東邦大学医療センター佐倉病院　副院長兼看護部長
工藤　由花　東邦大学医療センター佐倉病院　看護師長（2015年度 講座修了者）
第1回：6/2（木）　第2回：８月下旬予定
第3回：11/11（金）　第4回：2/1（水）
佐倉病院
第1回：終日　第2回：終日　第3回：午後　第4回：午後
3,000円（税込）
看護師長、 またはその役職に該当する方（部署推薦）
12名程度

東邦看護のリーダー支援として本センターでは過年度、看護師長、主任を対象としたプログラムを
提供させていただきました。東邦3病院の横のつながりが強まるという成果もみられ、各自で切磋
琢磨していく基盤ができたと思っております。そのような中、同じくリーダーと位置づけられる役
職として師長補佐がありますが、その役割を支援するプログラムはありませんでした。師長補佐は
師長代行の役割だけに留まらず、自身で課題を見つけその解決に孤軍奮闘する立場です。センター
としては支援対象と考え、2014年度より師長補佐のための講座を開講いたしました。
東邦3病院の看護の役割、師長補佐への期待等について、東邦のトップ陣から講義を受けます。その
後、グループワークなどを経て自分自身の課題を具体化します。最終日には関係者に向けてプレゼ
ンテーションし他者に伝わる発信力も身につけます。
中野　弘一　東邦大学 教育・研究支援センター センター長 教授 博士（医学）
小原　　明　東邦大学医療センター大森病院 病院長 教授 博士（医学）
大森病院 看護部長　東邦大学医療センター大森病院 副院長兼看護部長
芳澤　正子　東邦大学医療センター大森病院 看護師長補佐（2015年度 講座修了者）
第1回：7/6（水）　第2回：9/21（水）　第3回：11/16（水）
大森病院　　　　　　　　　　　　全回：終日
3,000円（税込）
看護師長補佐、またはその役職に該当する方（部署推薦）
12名程度

対　　象

ゲストスピーカー
開講時期
場　　所 時　　間

定　　員

受 講 料

講　　師

受講者の声

◆この講座を通して、自分で考えていた以上に補
佐の役割の大きさを認識した。
◆グループワークやプレゼンテーションでアドバ
イスをもらい、新たな気づきや発見があった。

受講者の声

◆自部署について分かっているつもりでいたが
分析の不足を自覚した。
◆本当の問題はどこにあるのか考えた過程その
ものが、補佐・主任・スタッフと共に病棟をより
良くする過程につながった。
◆師長として他者に自部署を伝える楽しさや難
しさを改めて感じ、学びになった。

14

13 東邦看護のリーダーを育てる
主任編（全3回）

せいめい

主任という役職を得ることで改めて組織というものを意識するのではないでしょうか。患者への
質の高い看護の提供者となるとともにスタッフを束ねていく役割期待も高まるのが主任という
役職だと思います。その役割や期待は部署部署で微妙に異なり、自分自身で模索、確立していかな
くてはなりません。センターでは同じ役割を担う方々を集め、各自が考える「主任像」について語
り、討議するワークを開催してきました。このワークは各自の振り返り、課題解決に十分な役割を
担ってきましたので、継続開講したいと思います。
東邦3病院の看護の役割、主任への期待等について、東邦のトップ陣から講義を受けます。その後、
グループワークなどを経て自分に求められている主任像を具体的に描いていきます。最終日には
関係者に向けてプレゼンテーションし他者に伝わる発信力も身に付けます。
長谷　弘記　東邦大学医療センター大橋病院 病院長 教授 博士（医学）
影山　美子　東邦大学医療センター大橋病院 副院長兼看護部長
本城　小径
　東邦大学医療センター大橋病院 主任看護師 （2015年度 講座修了者）

第1回：6/16（木）　第2回：7/29（金）　第3回：9/28（水）
大橋病院
全回：終日　　　　　　　　　　　3,000円(税込)
主任看護師、またはその役職に該当する方（部署推薦）
15名程度

受 講 料
対　　象
定　　員

場　　所
時　　間

ゲストスピーカー

対　　象
受 講 料

定　　員

場　　所
時　　間

開講時期

講　　師

時　　間

対　　象
定　　員

場　　所

受 講 料

開講時期

講　　師

所属セクション特有の身体機能のアセスメントは各セクションで行うことを前提とし、センター
では全てに共通し、生命に直結する呼吸系・循環系・中枢神経系のフィジカルアセスメントに焦点
を当てます。今年度は、これまで行ってきた実践的講座に加えて、フィジカルアセスメントについ
て学びたい多くの方のご要望にお応えし、知識編として講義のみの回を設けました。患者の訴えや
症状から推測を立て実践する日常のケアの根拠や看護診断等に役立つアセスメントのポイントを
丁寧に講義します。ベテランも知識と技術のメンテナンスの機会として大いに活用して下さい。
四本　竜一　東邦大学大森病院 主任看護師 修士（看護学）
宮本　毅治　東邦大学看護学部 助教 修士（看護学）
<実践編>第1回：7/9（土）　<実践編>第2回：8/6（土）
<知識編>10月または11月のいずれか土曜日
※6月中にウェブサイトに日程を公表しますのでご確認ください。

<実践編>医学部シミュレーションラボセンター
<知識編>大森地区
全回：終日
<実践編>12,000円（税込）　<知識編>5,000円（税込）
どなたでも　東邦関係者以外の方もどうぞ
<実践編>20名程度
<知識編>100名程度　講義室によっては変更あり

受講者の声

◆講義とグループワーク、プレゼンテーションを
通して、主任としての役割を具体的に考えるこ
とができた。
◆「主任とは」を考える過程は、最初は出来ないこ
とばかり目に付いたが最後は「自分らしい主
任」を見出すことができた。

受講者の声

◆普段あいまいだったアセスメントの根拠がわ
かった。
◆とても丁寧で分かりやすい講義だった。
◆少人数のグループでアセスメントについて討
議したので、意見交換をしやすく細かい点まで
質問できた。

生命を守る。フィジカルアセスメントの基礎
(実践編・全2回）（知識編・全1回）
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15 私のコミュニケーションを見つけませんか
－私の「受け取り方」「伝わる伝え方」－（講義・演習）（全1回）

共催：教育・研究支援センター

時　　間
受 講 料
対　　象
定　　員

開講時期
場　　所

講　　師

急性期の現場は時間切迫と多重課題が「ふつう」の現場です。そのような環境で状況が「あうんの
呼吸」で仲間に伝わり、患者の危機一髪を救えた時の達成感と高揚は何とも言えません。しかし、
一方で逆のこともあります。同じ職種、仲間であるにも関わらず、なぜ伝わらなかったのか。相手
を責めたい気持ちになりますが、ここは自分の「伝わる伝え方」の作戦を練る方が有意義です。他
職種も交えたロールプレイをとおして自分流の伝え方を一緒にみつけませんか。

鷲澤　尚宏　東邦大学医療センター大森病院 栄養治療センター准教授 博士（医学）
中野　弘一　東邦大学教育・研究支援センター センター長 教授 博士（医学）
林　　果林　東邦大学医療センター佐倉病院 メンタルヘルスクリニック 講師
神部　雅子　東邦大学看護キャリア支援センター 副センター長
11/5（土）
医学部　東邦会館
終日
6,000円（税込）
どなたでも
20名程度

受講者の声

◆楽しかった。少しずつでもすぐにチャレンジし
たい。
◆「コミュニケーションは伝わらないもの」とい
う考えに驚いた。伝わらなかったことを悩むよ
り相手の反応からどのように伝わったのか知
り、伝わる伝え方を考えることが大切だと気づ
いた。

2016年度 東邦大学看護キャリアセンター支援センター
年 間 講 座 一 覧

講座名

学
び
直
す

極
め
る

学
内

公
開
講
座

教
育
・
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー

大森=24（火）
大橋=25（水）
佐倉=26（木）

大橋=6（月）
佐倉=20（月）
大森=27（月）

佐倉=3（月）
大森=17（月）
大橋=24（月）

大森=5（月）
大橋=26（月）

大橋=4（月）
佐倉=25（月）

２月調整中

知識編調整中

調整中

大森=30（月） 佐倉=7（月）

個別相談（予定）
8/1（月）～12（金）

7（金）

1（金）

7（火）

28（火）

5（火）

20（水）

5（水）

実践編

9（土）
終日

実践編

6（土）
終日

25（金）

11（金）2（木） 下旬予定 1（水）
午後

16（水）21（水）6（水）

16（木） 28（水）29（金）
終日

5（土）

23（火）

18（金）

30（水）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

推薦 申し込み先着

実践を支える看護理論

東邦看護の公開講座
（看護学部、佐倉看護専門学校、3病院）

私のコミュニケーションを見つけませんか
－私の「受け取り方」「伝わる伝え方」－

 講義・実習

生命を守る。
フィジカルアセスメントの基礎

教育・研究支援センター　オフィスアワー・研究相談デスク
統計手法・英文作成

東邦看護のリーダーを
育てる 主任編

東邦看護のリーダーを
育てる 師長補佐編

東邦看護のリーダーを
育てる 師長編

新人教育の現場から
教育方法のヒントを得る

東邦看護の新人を育てる　
実践編

東邦看護の新人を育てる
講義編

東邦看護の現場で
学生を育てる  講義編

教育の基礎を学ぶ 
新人看護師を育てる

教育の基礎を学ぶ 
学生を育てる

文献講読 中級

文献検索

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

2月 3月

文献講読 初級

せいめい

※天候等の都合により中止、変更になる場合がございます。内容や時期は状況に応じて変更になる場合がございます。
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「東邦看護の公開講座」のご案内教育・研究支援センターの研究支援（統計・英語）ご案内
東邦大学の5施設で魅力のある公開講座を予定しております。
開催時期、お申込み方法などは各施設のホームページをご確認ください。

空欄は調整中です。内容や時期は状況に応じて変更がありますことをご了承ください。
看護キャリア支援センターのウェブサイトでも随時お知らせいたします。

教育・研究支援センターの研究支援がパワーアップします！
これまでの《研究支援オフィスアワー》では若手研究者を対象として、統計手法と
英語論文作成について講師の先生に Face to Face で相談できる機会を設けておりました。
2016年度は、新たに研究のスタートラインにある研究初学者を対象に個別の《研究相談デスク》
をオープンします。

同時に、上半期には学内３地区（大森キャンパス・大橋病院・佐倉病院）にて《研究相談デスク
担当講師によるミニレクチャー》を開催いたします。（６月～７月開催予定）

◆開催スケジュール、お申込み方法等はホームページをご確認ください。
　URL: http://www.edu-support.toho-u.ac.jp/event/copy_of_office_hour.html

<お問い合わせ先>
東邦大学　教育・研究支援センター
〒143-8540東京都大田区大森西5-21-16
Tel: 03-5762-4151 (内線:2481)
e-ｍail:edu-support@jim.toho-u.ac.jp

『やさしくまなぶ研究入門』
　―テーマの決め方から、データの解析、そして発表まで―
　　　講師　小林 未果　教育・研究支援センター 非常勤講師、臨床心理士、医学博士

「看護研究をすすめるにあたり、なにからはじめたらよいのかわからない」

「研究テーマは決まったが、研究をどのようにデザインしたらよいのかわからない」など、

研究をはじめてまもない方が抱く様々な不安や疑問に対し、講師が一緒に考えて道筋をたて、

解決の糸口をみいだしていく相談デスクです。

『今日から使える英語入門』
　―e-mailの書き方から、オーラルプレゼンテーションSpeech指導まで―
　　　講師　渡辺 厚子　教育・研究支援センター 顧問、株式会社NewYOU代表

「今さら聞きにくいけれど英文のこの意味は？」「医療機器の英語の取扱説明書を読みたいけ

れど…」「英語の診断書の書き方は？」「英文e-mailを初めて書くのだけれど…」「この英文書

類にサインしていいのか？」「論文投稿するのに英語のカバーレターを書かなくては…」「国際

学会発表のプレゼンのスピーチ指導が受けたいな」など、英語に疑問や不安なケースに・・・・・

お答えする相談デスクです。

《研究支援オフィスアワー》
・統計手法　　　　　　講師　西村 千秋　教育研究支援センター 顧問、東邦大学 名誉教授
・英語論文　　　　　　講師　富田 りか　教育研究支援センター 顧問、東邦大学 非常勤講師

《研究相談デスク》New

■ 看護学部

■ 医療センター大森病院

■ 医療センター大橋病院

■ 医療センター佐倉病院

■ 佐倉看護専門学校

ホームページをご覧ください
http://www.nurs.toho-u.ac.jp/

ホームページをご覧ください
http://www.omori.med.toho-u.ac.jp/

開催を予定しています。ホームページをご覧ください
http://www.ohashi.med.toho-u.ac.jp/

開催を予定しています。ホームページをご覧ください
http://www.sakura.med.toho-u.ac.jp/

秋ごろ開催予定です。ホームページをご覧ください
http://www.kansen.toho-u.ac.jp/

テーマ 開催時期 演者

テーマ 開催時期 演者

「ヨーロッパの歴史と文化」 －ナイチンゲールの看護が生まれた背景を知る－（仮） 平田 松吾 東邦大学看護学部 人文学研究室 教授

小林 寅喆 東邦大学看護学部 感染制御学研究室 教授

脳卒中の受信を要する症状（仮） 夏頃予定

９月頃予定

秋頃予定

11月頃予定

粟津 智恵 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

放射線治療について（仮） 北爪 麻紀 がん放射線療法看護認定看護師

脳卒中の受診を要する症状（仮） 粟津 智恵 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

子供の救急（仮） 吉野 尚一・酒井 待子・佐藤 菜緒 小児救急看護認定看護師

11月頃予定入居施設看護師のための褥瘡ケアの基礎知識　 保刈 伸代・斉藤 容子・守口 淳子 皮膚/排泄ケア認定看護師

冬予定

冬予定

慢性腎臓病について（仮） ７月頃予定 山田 美穂・花見 沙代 透析看護認定看護師

冬に流行る感染症と正しい対策（仮）
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